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２Ｃ２０ 
公的資金による研究開発プロジェクトの費用便益分析手法に関する研究（１） 

－公的研究開発投資による製品の価格低減効果についての検討－ 
 

幸本 和明（NEDO、東工大）、○吉田 准一（NEDO）、岸岡 三春（(株)テクノリサーチ研究所） 
 
１．序論 
公的資金を原資とする研究開発プロジェクトの評価においては、これまでその直接的な成果（アウト

プット）である技術や新たな科学的知見等を対象として評価が行われてきた。しかし、公的資金の効率

性や有効性を求める声が高まっている昨今、アウトプットがもたらす経済的・社会的な効果（アウトカ

ム）の観点からの評価が重視されつつある。独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

においても、NEDO が過去に実施した研究開発プロジェクトがもたらしたアウトカムを把握するための

調査が行われてきた（参考文献[1]他）。 
しかし、これらの調査においては、NEDO プロジェクトと効果との因果関係の把握が中心であり、あ

る分野のプロジェクトの実施によって社会的・経済的な便益がどの程度もたらされたかといった観点で

の定量的分析が十分に行われてきたとは言い難い。 
筆者らは、NEDO が設立当初より研究開発プロジェクトを継続してきた太陽光発電について、太陽電

池（PV）単価及びシステム発電単価と、NEDO 及び民間企業の研究開発予算額との相関を分析した。

そして、NEDO プロジェクトが実施されなかったと仮定した条件（非実施仮説）下での単価を算出する

ことで、NEDO プロジェクトによりもたらされた価格低減効果の把握を試みた。その結果及び考察と、

今後の課題を報告する。 
 

２．手法 
 NEDO 及び民間企業の研究開発費から、図

１の流れで太陽電池（PV）単価及び太陽光発

電システムの発電単価を算出するモデルを構

築した。 
 技術知識ストックとは、研究活動による技術

知識の蓄積を表す概念上の数値であり、技術開

発の能力や可能性を意味する。この技術知識ストックについて、研究開発予算が一定のタイムラグをも

って付加価値を生み出すような技術知識として結実し、その後は時間経過に伴いある割合で陳腐化する

ものとして数値化した。 
次に、NEDO プロジェクトによる技術知識ストック、民間企業の研究による技術知識ストックおよび

PV の生産量を説明変数とし、PV 単価を目的変数とした重回帰分析を行う事で、技術知識ストックと

PV 単価との相関を分析した。さらに、太陽光発電システムのユーザにとっての効用は、PV 単価より太

陽光発電システムの発電単価の方が実態に近いと考えられるため、PV 単価から太陽光発電システムの

発電単価を算出した。 
以上により、研究開発費から単価を算出するモデルを構築した上で、NEDO プロジェクト非実施仮説

下での PV 単価及び太陽光発電システムの発電単価を算出することで、NEDO プロジェクトの追加的効
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図１ 本研究における PV の価格推定モデル 
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果（アディショナリティ）である価格低減効果を求めた。 
 
３．結果と考察 
（１） 技術知識ストックの算出 
太陽光発電関連技術に関する研究開発費から、技

術知識ストックを式１に基づいて算出した。なお、

技術陳腐化率depは参考文献[2]より10.3%としてお

り、またタイムラグは参考文献[3]より２年とした。 
以上の式に NEDO プロジェクト予算額または

民間研究開発費（参考文献[4]の「太陽エネルギー

に係る会社等の内部使用研究費」から NEDO のプ

ロジェクト予算を差し引いた額、1998 年以降はそ

れ以前の民間研究開発費と NEDO プロジェクト

予算との回帰分析から推計）を代入し、それぞれ

の技術知識ストックを算出した。結果を図２に示

す。 
 
（２） 太陽光発電システム単価のシミュレーション 
 PV 単価を算出するモデルとして式２を設定した。 

 

なお、PV 生産量は光産業技術振興協会のデータ[5]を使用した。 
式２について、（１）で求めた技術知識ストックと PV 単価との関係について回帰分析を行った結果、

以下のとおりとなった。 
 
 
 
 
 
 

＜Ln(PV 単価)＝15.735－0.107･Ln(TSNEDO)－1.057･Ln(TSPS)－0.152･Ln(PV 生産量)＞ 
 

α、β、γ、A とも t 値が高く、また修正済重相関係数及びダービンワトソン比とも問題ないことか

ら、本モデルは統計的に有意であると考えられる。 
 また、NEDO プロジェクト非実施仮説下の PV 単価については、NEDO プロジェクトによる技術知

識ストックが増加せず（1983 年値で固定）、かつ、PV 生産量が増加しない（1983 年値で固定）と仮定

して本モデルにより算出した。 

変数名 回帰係数 ｔ値 

NEDO-PJ による技術知識ストック：α -0.10663 2.9181 

民間企業による技術知識ストック：β -1.05733 4.9419 

PV 生産量：γ -0.15212 8.3211 

定数項：A 15.73473 13.0929 

修正済重相関係数 0.9866 

ダービンワトソン比 1.6151 

Ln(PV 単価）＝A +α･Ln（TSNEDO）+β･Ln（TSPS）+γ･Ln（PV 生産量） …（式 2） 

TSｔ＝TSt-1×(1-dep)＋PRBt-m / def …（式１） 

TS ：NEDO-PJ 又は民間研究開発による技術知識ストック 
t   ：対象とする年 
m  ：研究開発実施から実用化までのタイムラグ（年）＝2 年

dep ：技術陳腐化率＝技術知識ストックの年減耗率  ＝10.3％
PRB：NEDO プロジェクト予算額又は民間研究開発費 
def ：研究開発費に関するデフレータ（実質化用の物価指数）
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なお、PV 生産量については、本研究に引き続き行った需要分析[6]から、NEDO プロジェクトによる

技術知識ストックが増加しなかった場合、PV 生産量もあまり増加しなかったものと推定されたため、

1983 年値で固定とした。 
このモデルにより PV 単価を算出した結果

を図３に示す。現実と同様に NEDO プロジェ

クトを実施した場合の条件下では、シミュレー

ション結果が実際の単価とよく一致している

のに対し、NEDO プロジェクト非実施仮説下

では、シミュレーション結果は実際の単価を上

回って推移した。これは、NEDO プロジェク

トが PV 単価の低減に寄与した事を示唆する。 
 
（３） 太陽光発電システム単価（発電効率）のシミュレーション 
 （２）で求めた PV 単価から、運転年数発電

原価法[7]に基づき、太陽光発電システムによ

る発電単価を算出した。結果を図４に示す。 
NEDO プロジェクト非実施仮説下の PV 単価

シミュレーション値から算出したシステム発

電単価は実際の発電単価を上回って推移した。

これは、NEDO プロジェクトが発電単価の低

減に寄与した事を示唆する。 
 
３．今後の課題 
 今回は、一般的に用いられている陳腐化率、及びメーカ１社に対するヒアリングから判明したタイム

ラグを用いて技術知識ストックを算出している他、一部年度の民間企業研究開発費については参照先に

情報がなく、推計値を使用した。本手法の正確性を増すためには、個別メーカへのヒアリング等を行い、

これらの数値や要素についてもより詳細に検討する必要がある。 
一方、技術知識ストックおよび製品価格をメーカ毎に分類して把握し、今回の手法よりもミクロな単

独企業レベルで相関関係を分析することで、本手法を精緻化する事が期待できる。但し、必要なデータ

も詳細になることから、手法の汎用性を損なう可能性があることに留意する必要がある。 
 

５．結論 

 本稿では、NEDO 及び民間企業の太陽光発電関連技術開発予算から技術知識ストックを算出し、PV
（太陽電池）単価及び太陽光発電システムの発電単価を算出した。その結果、NEDO プロジェクト非実

施仮説下における価格シミュレーション結果が実際の単価を上回ったことから、NEDO の研究開発プロ

ジェクトが価格低減に寄与した事が示唆された。 
また、本手法により、NEDO プロジェクトがもたらす製品価格低減のアディショナリティを、定量的

に評価可能である可能性が示された。但し、より精緻で汎用性のある手法とするためには、前項に挙げ

た課題を検討・解決していく必要がある。 

図３ PV 単価の算定 
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